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　　　　　　　　　緒　　　言
　幼児の健康づくりの基本となる食生活指導に関して
より適切な指針を求むべく，著者らは新潟県内幼児の
食物摂取・栄養素摂取の実態を，山村，農村，漁村お
よび都市近郊という生活環境別に，かつその時代の流
れによる推移を把握するために，昭和41年以来同一地
域を同一の方法により，数年の間隔で追跡調査をして
いる1｝2｝3㌔
　わが国の食生活は，高度経済成長を契機とする経済
変動の過程の中で，窮乏の時代から急速に好転して，
多様化，飽食の時代に至ったが，複雑な社会状況を反
映して，成人はもとより子どもの食生活や心身の健康
問題において新たな課題に直面させられるようになっ
た4）5）G）7）S）。このような変貌の様相の中で，幼児栄養
の推移を把握するにはより多面的なアプローチを必要
とするものと思われるが，その実現への努力を期しっ
つ，今回は従来どおりの秤量調査によることとし，都
市近郊農村に住む幼児の食物摂取。栄養素摂取状況の
15年間の推移を，昭和43年，48年T53年および58年度
の調査結果に基づいて分析を試みたので，それらの成
績を報告する。
　　　　　　　　　調査方法
f．調査対象地区の概況
　調査対象地区の新潟市海老ケ瀬，津島屋地区は，交
通の便利な近郊の田園地帯で，新興住宅地や木工，印
刷，石材の工場団地として開発が進み，この15年間に
生活環境にも変化が見られた。世帯数は海老ケua　120戸
→339戸，津島屋210戸→32ユ戸，うち農家数は海老ケ
瀬52戸→46戸，津島屋45戸→3B戸，平均耕作面積は海老
ケ瀬は田1．46ha－’・1．20ha，畑35　a→30　a，津島屋は田
1．21ha→0，9　ha，畑40　a→40　aへと推移し，稲作のほ
か，馬鈴薯，キャベッ，ぶどうの生産地である。農業の
機械化が著しく進み，兼業農家が年々増え，農家所得は
潤沢である。対象児は地元の市立保育園と私立幼稚園に
通園しており，保育園児は給食を受けている。なお，食
料品の購入は大型スーパー・マーケットの進出等により
便利になり，周辺への外食産業の進出も顕著になった。
2．調査対象
　表1に示すごとく農家世帯の4～6歳の健康な幼児
9～14名を対象とした。なお，幼児のいる世帯が限ら
れ（iいるため悉皆調査としたが，推計学的な検討を試み
るのに十分な被検児数を確保することはできなかった。
表1．調　査　対　象
初一回　調　査 第　2回調査 第3回調査 第　4　回調査昭ρ和43年度 昭和48年度 昭和53年度 昭和58年度
婁購｝ユ。名 羅老｝1・名 器老｝14名’ 懇嚢｝9名
平均年齢4，7歳 平均年齢5．2歳 平均年齢5．1歳 平均年齢5．4歳
公立保育園児童 公立保育園・私立幼稚 公立保育園・私立幼稚 公立保育園・私立幼稚
園に通う。 園に通う。 園に通う。
」農業世帯 農業世帯 農業世帯 農業世帯
多世代家族 多世代家族 多世代家族 多世代家族
註L平均年齢は調査年度の10月1日現在の平均値
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3．調資時期および期簡　　　　　1
　昭和43年，48年，53年および58年度のそれぞれ四季
の各遮続3日間（通年12錘間）である。
4．潮査内容
　1）食物摂取状況調査：国民栄嚢謁査に準じ，個入
　　別秤量方式によった。栄養素量の算出は，昭和43
　　年度は三訂日本食品成牙表を用いる手集計で，48
　　琿，53奪度は同礁分表の成分値500品目を入力し
　　た電子計箕機を，58年度ほ主訂補日本食品成分表
　　の成分値492品目を入力した竃子計算機を窮いて
　　行った。得られた成績の比較基準には，43～53隼
　　度は昭租50犀改定の，58年度は昭和54年改定の栄
　　養所要一Mの箕定方式e＞1。）にならい，対象児の体重
　　をもと1：個人別栄養所要量を算出して適用した。
　　なお，動物性たん白質所要量は動物性たん白質比
　　を5⑪％とし，脂質所要量は脂質エネルギー比を25
　　％としてそれぞれ算出した。また，食品欄成墓準
　　Ptは，手塚らll＞の食品構成蕩準をもとに表2のご
　　とく試作し，おのおのに対する摂取比率を求めた。
袈2，本驕査に使用した食品構成
　　　　　　　　「　　　　　　　（単位：9）
年齢・性 4～5歳 6 歳
食品群
?
女
?
女
雑類楼ン嚇難 140P00 120W0 150P20
i30
P0曇
い　　　も　　　類 30 30 2⑪ 30
砂　　　髄　　　頻 5 5 掃 10
英　　　子　　　類 繧⑪ 40 5D 45
抽　　　脂　　　類 ユ¢ 10 互⑪ 10
豆　　　　　　　類 49 項o 40 40
録　黄　色野菓 5⑪ 50 55 55
その他の野菜 loo 100 no 110果　　　実　　　類 1看⑪ 100 100 100
侮　　草　　類） （　1） （　1）（1～2）（ユー2）
魚　　　介　　　類 30 30 透o 楼o
肉　　　　　　i睡 舘 30 35 35
卵　　　　　　i顧 50 50 50 50
乳　　　　　　類串 3G⑪ 300 2go 290
註二卑印は生乳に換算した数値である。
2）摂取比率パターンの類似性：食品ならびに栄養
素摂壇比率パターンの，基準量・所要量パターン
　｛そ轟ぞ；k．　10⑪％とする）に対する類似性は，田
鍾ち並，勇致盤群パクーソ解析法により算出した。．
な壽．舞出した類撰率が1．今に逗いほど比較した
二つのパターン慧よく類秘むていることを示す。
また，reg〈二つのパ飯ン膿劉生を検誘る
たあに，異質指数ts）　〈1から類優率を差引き王，eoe
絶する）を求めた。
3）摂覆不短および適髭・多量摂取泥の比率の推移：
比較基準に対して摂取比率が50％以下を概取不建，
91～110％を適量摂取，2el　％以上（食品の場合）
または151　％以上（栄養素の場合）を多量摂取と
　して，各群1こ属する対象児数のユ5年間の推移を百
分率で示した。
4）体位測定：身長，体重を測定し，各調査年度の
対応する50年，55年および60年における日本の栄
養所要蟄作成に用いられた体拉∫推計）基準値9）1ω
　と対比して，比率を零めた。r
5ゴ体力測定：平衡力（棒上片足立ち），筋持久力
　（体支持持続時間），瞬発性（立幅跳び）および
調整力（両足連続跳び越し）の4琿目について実
　施した。その評価は新潟県教青委員会による幼児
　の運動能力基準1のに従い，3点を中位とする5段
　階法によって行った。
　　　　　　調査結果ならびに考察　　　　　　、
1．摂取食品数ならびに献立の比較
　i人1日当たりの摂取食品数は表3に示すように，
17種類から，23鍾類，29種類へと増え，15年後には23
種類となった。動物性食品数は3種類から，4，7種J
類を経て5種類へ，植物性食品数は14種類から，19，
22種類を経て18種類へと調査年ごとに増加したものの，
10年後がピークであって，ユ5年後の5B年度は48年度と
ほぼ同じ食品数であった。間食の食品数は3種類から』1
づ種類に増え，そのまま15年後も同様に推移している。
対象児の摂取食品数は，山村幼児（15→24種類）15）に
ほぼ等Lく、漁業地域（21→28種類）且丘）および都市近
郊幼児（26→30種類）17）の場合に比べるとやや少ない。
なお，動物性食品数も山村幼児（3→5種類）と等し
く，漁業地域（5→6種類）および都市近郊幼児（6
→7種類）の場合に比べるとやや少ない。なお，対象
児の摂取食品の種類の一季節分を表4に総括したが，
時代の推移とともに多様化傾向がうかがわれる。
　次に，献立については平均的な献立例を表51C示す
が，概して，米飯・味噌汁・主菜・副菜・漬物という
型式が多く，この傾向は15年間殆んど変っていない。
昭和43年度の朝食の献立には動物性食品は余り用いら
れていなかったが，48年度以降は常に供されるよう忙
なり，また全般的に油脂を用いる調理が増え，先の食
品数の増加と並んで，農村の献立が内容的に充実レて
きている傾向がうかがわれる。なお，調理済み食品や
冷凍食品は弁当によく和用されるようになっ＃が，朝
・タ食には余り用いられていなL，1。　　－　　1－一
　昼食については，保育園給食と弁当とでは食品数な
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らびに献立の変化の上でかなりの．差が見られゼ，とくに・・．．給食の果たす役割を認識させられたが，他方，．苺親が
弁　￥では野菜類が乏．L・9・・動物性食品と主食にか．たよ’．．．幼児の弁．当を作るこ．とt4よ登畢子関係上ρ章義も君過
斧煙向が10年後に緯いてユ5年後もうかがわれた。幼児・　できないように思った。　　．　　．
の食生活パタrンを拡大する上から、良心的な保育園　　　　　　　　・，　　　　　　　　　　’」1・　　．
　　　　　　・・’．．1・’　…”表．3・．贈品数の推移．’・’（1人旧当たり、堀D，ジ
1総　　　数 　　　　　　　．afｮ．物性食品　　　F 植物性食品 間　　　食．’一
昭　和　43　年　　．　　　’　　　哩　　　　48　年　　　　．
…　．，；？．‡1・o
@’23士2．’7・
3±α8
S±α8”
14±1．⑪　」’・．19’±’2．O　．・・ 　　3・±α6，・”4’±1，0し’、
’い@　’　．　　’　　　53　’”　年 29±3．’2・’ 7：ヒL3 ’22’±2．2 ・4　：ヒ　0L　6．　．一
58　年 23±’6．7 ’5±2．1 18±5．4 　　　　　FE． S±’1．O；
妃年／43年x100　． ．　　　135．3　・ ユ33己・3 135．7 1333－…一；
53年／43年×100・　　　170．6 233．3　　」 ・157．1 ．133．3　　1
．58年／’43年x工00 ユ3臥3・ 166．7 12816 　　　　；
???．
”53年／’48年×’100 126．1 175．O 115．8 100．O
5B年／4B年xIGO 100．0 工25．0 947 100．O・’1
58年／53年x　100 79．3 71．4 七8L8 ．100．O
表4．’都市近郊農村幼’凾XN14名の秋の連続3日間の食事に出現した食品の推移??
?
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ｳやいんげん，れんこん，ピー
マh　レタス，コ
[ン缶詰，かんび
げん，雌す辛子潰，
｡神潰
ト7卜．とうもろこし．披豆，ずい 滑 トマ’ト，さやえん
ﾇう．とうもろこ
わい，蚕良潰．な
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表5．・．代表’的な献立例
朝　　　　食 昼　　　　食i給”食） 夕　　　　食 3食別｣立型
　間　　　　食
o臆保蒋所の間食
来　飯 米　飯 米　飯 チョコレート
昭
みモ汁（勘鈴薯，わかめ，
K）
コロッケ
gマト
みそ汁（馬鈴薯，なす，
K）
函「瓜
緖_菌飲料?
漉物（き畔うり） 野菜塩もみ 漬物（なす） O　●　O　■　C 枝　豆
和 ．館の水煮，トマトﾓりかけ
油妙め（豚肉，いんげん，「人i参，玉憩）
（???，?ッ?ー）
姶
1 枝豆，トマト
?
・米　飯 米　飯 栄　飯 どら焼　　…　　；?
みモ汁（罵鈴薯，キョ・べ 天ぷら みそ汁（馬鈴薯，葱，鯵） みかん
? ? ツ）濃物（たくあん）’抽揚げの｛煮物 かき卵汁?ﾘ塩もみ
潰物（たくあん）
ﾏ物（油揚げ，しらたき，
l参，キャベツ）
b・o・b乳酸菌飲料　　　’iミルク，ビスケ、
bト）
ふりかけ 納豆，ほうれん草の浸し
米　飯　　　　　　・ 米　飯 米　飯　　　　， 　　　　　　　もpナナパン
みそ汁（焔鈴薯，なす、 ふわふわオムレツ みそ汁｛しじみ） 牛’乳　　　　㌔
昭 蔽） ハムソティ，トマト 潰物（なす，うり） 西　瓜　　　　　』?
淺勃（なす） みそ汁 煮粉（鶏肉，人参，ピー c・d・D（ミルク，せんべ
和 、1油妙め（ウぞンナー，キ
{ベツ，ピーマン）
マン，玉芭，卵）
ﾄ魚（いわし）
い，1あめ）
@　　　　　　・48 焼の与
米　飯 米　飯 米飯 バナナパン隼 みそ汁（里芋，大根） 煮しめ みそ汁（罵鈴薯，慧，麩） みかん
? 冬 潰物（たくあん）菇ｭめ（源肉，キ＋ベツ、ピーマン）． 花型卵Tラダ
漬物（たくあん，白菜）
ﾏ物（油揚賦卵，人参，
蜊ｪ）
c・，d・D乳酸菌飲料iミルク，ビスケ
bト）
卵焼き 焼魚（ししゃも）’
米　飯 米　飯 米　飯 西　瓜
みモ汁（馬鈴薯，なす， コーンシチュウ みモ汁（馬鈴薯，わかめ， せんべい
昭 ? 葱）　　　　　　　　・ﾗ吻（き寧うり）
ゆで塀
Tラダ
いんげん）
ﾗ物（なす） D・d・c
プリンスメロン1
iバナナ1あめ）i
和 ゆで卵，し砂うまい魔｢か
焼魚（鯖），技豆
ｳやいんげんのごま和え
1
トマト 1
5き
牽飯 米　飯 米　飯 せんべい
年 みモ汁（塁芋，白菜，葱）ﾐ勃（たくあん）
ウインナープリ7ター
ｶゃがいも妙め煮
みそ汁（馬鈴薯，豆腐，
K）
みかん
Jステラ　　　”? ? 金平ごほう
聡ﾄき，　ミ．ニハンバーグ
みかん 潰物（たくあん）
Vぷら（かれい，玉憩，
d・¢・o （ミルク，ビスケ
bト，あめ）
人参） i
ほうれん草の浸し，煮豆
豪　飯 栄　飯 米　飯 チョコレートパン
みそ汁く馬舘薯，キヤベ カレー みそ汁（馬鈴薯，大根） プリン
確
? ツ）
謨ｨ（き頃うり）
7ルーツポンチ 潰物（きゅうり）いかの刺身 c　・　c　，　c プリンスメロン・iミルク，バーム
和 焼魚（甘ロ塩ます）ﾈすの油妙め
南瓜の煮物トマト クーヘン）
銚 米　叛 米　飯 栄　飯 シュ＿クサーム1みそ汁（里芋，大根，打 親子煮 みそ汁（里芋，白菜，打 ふかしいも　　1???
冬
ち豆）・
b麹（たくあん）
ﾚ玉焼
ﾏむめ（大繊，いかの足）
チーズ
鰍?ｱ
ｲま塩
ち豆）
ﾏしめ（里芋，人参，か
ﾜぼこ，　しいたけ，こん
ﾉゃく，いくら）
c・o・d
（ミルク，せんべ
｢）
焼魚（蛙）
とろろ（長芋）
2．摂取食品の構成とその琵絞
　繋象児の食品群別摂敗状況を総抵したのが表6であ
る。調査年による年齢差ならびに牲差を不問1ζして見
るならば、この5～15年間にさしたる変動の見られな
かった食品群を強いて拾うと，豆類，毒華類および魚
介類であり，その他の食品群の摂取童には増減いずれ
カ｝の変動が観察された。とくに15年間に変動の大きか
った食品群で増加したのは，油脂類，肉類および昇類
であり，減少したのは，米類と菓子類である。な蓄，
対象児9～14名における摂取上の個人差は，変動係数
でみる限り聡年度は17（穀類）h－　200（砂糖）％，’48
年度は9（穀類）～｝16（調味料・嗜好飲料）％，53
年度は9（穀類）ny　20e（種実類），58年度は17．O（穀
類）～227．4（種実類）と多様であるが，日常食の碁本
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食品が穀類であり，一一方，稀にしか摂取しない食晶の
最たるものが穫実類であることが知られた。なおt殆
んどの食品群の摂取上の個人差は年々縮少してきてお
りs、なかでも個人差縮少の顕著なのが，砂糖類（200
→44・3％），緑黄色野菜（175→45．2％）および肉類
（175→46．0彩）であった。
　次に，食品構成目安鼠（表2）に対する摂取比率と
そのパターン類似率・異質指数を求めて総括したのが
fi　7’である。各食品群の摂取比率は調査年度別にそれ
ぞれ変動しているが，この15年間に」，乳嬢品群は1
いも類，砂糖類，油脂類，緑黄色野菜，肉類，卵類お
よび乳類の7つであり，他の食品群は殆んど低下して
いち。目安量を充足または凌駕しているのは，いも類，
砂糖類，菓子類，豆類，果実類，魚介類，肉類および
卵類の8食品群である。他方，穀類，緑黄色野菜，そ
の他の野菜および乳類の摂取比率はそれぞれ61．　3，
58．0，72．4，56．0％と低率であり，穀類のそれは漸減
傾向を示し，緑黄色野菜のそれは漸増傾向から再び低
率化へ，乳類のそれは10年間漸増して以後固定化へと
推移している。・また，油脂類の摂取比率は，43年には
40％と極めて低率であったのが漸増し，53年には153
％に至り，15年後の58年度は98．9％と適正値を示して
いる。
　なお，摂取比率の個人差は変異係数でみる限り調査
年と共に小さくなり，15年間に平準化したことが知ら
れる。とくに，穀類のそれはどの調査年においても小
さ1く，対象児にとって穀類は目安量に充たないながら
も，基本食品すなわち主食として定着していることが
うかがわれる。ついで15年後の成績では，果実類，そ
の他の野菜，砂糖類，豆類，いも類および卵類のそれ
が小さい方であり，一方，菓子類，乳類，油脂類およ
び肉類のそれが前者に比べるならばやや大きい方に位
置しており，都市近郊幼児17）の場合とはかなり異なる
傾向が観察された。
　目安量パターンに対する摂取比率パターンの類似率
にっいては，43年度の0，9089より15年後にはO．　9607　tc
やや上昇しており，目安量パターンにより接近ナる方
向に推移し七いるこ志がうかがわれる。
　さて，目安蜷に対する食品群別摂取状況の推移を表
8に示したが，適量を摂取している対象児は0－36％
と概して少ないものの，この15年間に砂糖類t油脂類，
豆類，魚介類および卵類の適還摂i取児が漸増傾向を示
し，菓子類とその他の野菜の適量摂取児が皆無となっJ
たことが注目される現象の一っである。ついで，摂取
不足児は菓子類を除くどの食品群においても漸減して
いるが，緑黄色野菜と乳類の摂取不足児は朱だそれぞ
れ33％，必％見られ，とくに、乳類のそれは56年度の
山村幼児15）ならびに57年度の都市近郊幼児17）の各調査
において皆無となっていることと比べてもその事由の
検討を要することがその二である。同じくその三は，
多量摂取児について，穀類と乳類のそれは15年来皆無
であり，菓子類，肉類および油脂類のそれは漸増して
前二者は33％，後者は11％となり，他の食品群ξ）それ
は調査年ごとに多様に推移して58年度には皆無となっ
ていることである。
表6．食品群別摂取状況の推移
（ユ人工 日当たり平均9）
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表7．食品群劉摂取量の食品構成目安最に対する摂取比率、パターン類似率および異質指数の推移
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表8．目安童に対する食品群別摂取状況の推移 （単位：％）
　牌茸　　胃 摂取不足 50％以下 適量摂取 91～110％ 多量摂取 201％以上
　　一H品群別七 48年 53年58年43年48年53年 5B年43年48年53年58年
穀　　　　類 25 o o 22 15 18 36 11 0 o o G
い　も　類 30 10 7 o 5 o o ユ1 0 55 29 0
砂　糖　類 65 8 o 0 o 22 21 33 5 玉1 14 0
菓　子　類 10 10 7 33 15 18 36 o 20 13 0 33
油　脂　類 75 25 0 三1 10 15 o 22 0 3 14 1ユ
豆　　　類 25 23 7 o o 10 7 22 2G 3 o o
緑黄色野菜 80 65 36 33 5 5 14 11 5 o o o
その他の野菜 40 10 o 1ユ 10 10 ユ4
? 5 28 43、 o
果　実　類 10 18 o o 15 15 21
?
35 23 14 o
魚　介　類 15 20 ユ4 o 15 3 7 22 10 33 14 o
肉　　　類 7⑪ 28 7 11 5 ユ5 14 11 5 ’0 7 33
卵　　　　類 弓o 3B o o 5 ユ3 i4 22 5 「　o o o
乳　　　　類 65 弓8 43 44 30 3 14 11 o o o o
3．摂取栄養素量の分板とその比較
　対象児の栄養素等摂聖量の推移をまとあたのが表9
であるe摂取上の個人差は萌述の食品群のそれに比し
て概してやや小さいものの，掴人別に算出した栄養所
要量の偲人差に比べるならば，摂敢量のそれは殆んど
やや大であった。なお，食塩摂取舞は43年度の5，9g
から，48年度に9．9g，53年度に8、5　g，58年度には
6．2gとなり，山村幼児1fi）の56年度の8．3握および都
市近郊幼児17）の57年度の7．1gよりは少なく，漁業地
域幼児ae）の58年度の5．7　gよりはやや多かった。
　表1⑪は，栄養駈要量に対する摂取比率とそのパター
ン類似率および異質指数を示したものである。摂取比
率は各栄養素別に多様に推移しているが，IO栄養素の
それの平均値では43年度の86±24％，48年度の96±32’
％，53年度の110±17％，58年度の95±13％と調査年
ごとに改善されて10年後にピークに至り，15年後ほ若
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干低値となった。所要墨を充足している栄養素等は，
43年度は鉄とビタミンC，・48年度はたん白質，鉄およ
びビタミンC，53年度はビタミンB1およびB，を除く
8栄養素等を数え、58年度はたん白質，動物性たん白
eq　，　i脂質およびビタミンAであった。エネルギー摂取
比率にっいては初回調査年の91％より上昇して10年後
の53年度は106％に至ったが，58年度はB5．3％と適量
摂恥域を逸脱して低率となっており，穀類摂取量の減
少との関連性を検討しなければならないものと思われ
る6ちなみに，山村幼児15）の56年度のそれは11L2±
1317％，都市近郊幼児t7）の57年度のそれは97±15．8
　L％；漁業地域幼児IE）の58年度のそれは105．0±18．5％
と適量摂取域にある。所要量に対する摂取比率のパタ
ーン類似率は43年度のO．9617より53年度の0．9919を経
て，53年度は0．9867に至り，この成績は都市近郊幼児17）
の57年度の0．984に類伽していた。
　一方，表11に示すように，栄養所要量に比して摂取
不足の対象児は漸鍼して10～15年間に皆無またはビタ
ミンCに11％見られるのみとなり、適量摂取児は5B年
度には11～67％存在するようになり，たん白質，動物’
性たん白質およびビタミンB1の適量摂取児が増加した。
また，多量摂取児は概して少なく，58年度においては
動物性たん白質およびビタミンAにそれぞれ11％存在
したにすぎない。
　総じて，都市近郊農村幼児の栄養素等摂取状況は，
この15年間に改善されてきたものの，初回調査より10，
年後の成績が到達点であるもののごとく，15年後のそ
れはエネルギー，鉄，ビタミンBl，　B2およびCが充
足されず，やや漸減する方向に推移した。
表9．栄養素等摂取量の推移
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表lo・栄蘇綴購のmas所難1こ対する摂取雌パターン類似率および顯指数の樽
昭和43年
48年
53年
58年
I
S．D．
C．V．
I
S．D．
C．V．
I
S，D．
C．V．
I
s．D．
C．V．
48年／43年XlOO
53年／43年×　100
5昼年／43‘FxIOO
53年／4a年x100
58年／48年xIOO
58年／53年xlOO
????ー
?←?????】
?????????
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19
18
85，3
12，3
14．5
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116
94
1
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80
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23
19
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17，1
16．9
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133
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83
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＊．＊
129
35
27
牌111．5
27．7
24．9
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1go
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86
?
?
???」
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36
29
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106，1
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132
141－
！35
107
103
96
鉄
118
60
51
103
20
19
114
26
23
83．7
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註：＊P＜O．05，＊＊P＜O．el（43卑度との比較において有意，　t一検定）
　　　　　　　　　　表Sl．栄養所要量に対する栄養素等摂取状況の推移
????
摂取不足50％以下 適量摂取91～110％ 多量摂i取i51彩以上隷携糠簸 ? 48年53年5B年43年48年53年58年43年48年．53年 58年
エネルギー 5 o 0 0 38 53 43 33 o o o 0
総たん白質 ユo o 0 o 19 38 21 67 5 o 7 o
動物性たん白質 3B 5 0 o 14 o 29 56 o 3 21 1ユ
脂　　　　質 19 0 0 o 10 33 36 22 5 3 ユ4 0
カルシウム 33 13 0 0 5 28 21 11 o 5 7 七〇
鉄 5 o 0 0 5 48 26 22 19 0 7 o
ビタ　ミ　ソA 33 48 0 o 14 5 36 11 o 0 7 11
ビタ　ミ　ンB聖 o 8 0 o 10 35 21 44 o o o 0
ビタ　ミ　ンB， o 8 0 0 ．5 35 14 器 ユ5 o o o
ビタ　ミ　ンC o 8 o 11 24 5 14 11 33 73 2ユ o
表IZ　－as取iiネルギー比の推移
　　　　　　謁査隼度
Gネルギー比
昭和
ﾌ3隼48犀53年56年
　　　　　　調査年度
Gネルギー比
昭和
S3年48年53年58年
（参考）
K正値
穀類エネルギー比醐 襲 褒 39 34 義彗質　コニ　ネ　ノレギー　上ヒ（曳分 68 165 57 54 64～57
米類エネルギー比働 36 35 2多 25 脂質エネルギー比〔鮒 18 22 29 31 25～30
小麦類エネルギー比囲 B 9 ? 9 たん白質エネルギー比協 14 13 14 ・15 111酎13
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　次に，摂取エネルギー比については表12に示すごと
く，穀類エネルギー比は漸減傾向を呈し，58年度に34
％となり，山村，都市近郊幼児の34．8％，32％にほぼ
近似する成績であったが，その漸減現象は米類エネル
ギー比の減少に負うており，小麦類エネルギー比には
15年間さしたる変動は見られない。また，糖質エネル
ギー比は漸減して58年度は適正値よりも低値となり，
脂質ならびにたん白質エネルギー比は漸増してともに
適正値を超えるに至ったe
4．摂取たん白質の質的評価と脂質比の推移、
　対象児のたん白質の質的評価と脂質比の推移は表13
に示す通りである。栄養所要量に対する総たん白質な
らびに動物性たん白質の摂取比率は初回調査の43年度
はそれぞれ92％、68％であったが，前者は5年後の48
年度より，後者は10年後の53年度よりそれぞれ100％
を超えるようになった。動物性たん白質比は調査年ご
とに改善されて，53年度より幼児の推奨値18）である50
％を超えるに至り，58年度はさらに上昇して55．　2％と
なった。この現象は山村幼児ls）の場合と類似しており，
初回調査より一一貫して50％を超えている漁業地域16），
都市近郊幼児17）の場合とは対照的な成績である。たん
白価は81以上，一アミノ酸価は87以上であり，第一制限
アミノ酸は前者は含硫アミノ酸，後者はスレオニンで
あって15年来変らなかった。
　次に，脂質の摂取において動物性脂質比は43年，48
年度の4〔L7％，37．8％から，53年度に49．0％へ増加し，
58年度は48．0％とほぼ圖水準にある。これは山村幼児15）
の場合に類似しており，漁業地域幼児IG）は54年度より，
都市近郊幼児17）は52年度よりすでに50％を超えている
のとは対照的な成績である。
5．体位・体力評価の推移
　表14に示すように，体位基準値に対する身長の比率
は105→98→98→10G％，同じく体重の比率は110→
96→95→100％であり，体重の比率の各調査年ごとの
変動がやや大であるが，対象児の体位はおおむね適正
範囲にあるといえよう。体力評価は，平衡力が3．2～
4．2とやや優れており，瞬発性が2」・一　3．1，筋持久
力がZl～3，2とやや低値である等の傾向も見受けら
れるが，四種目の平均値は2．6～3．5とほぼ中位の成
績であるeここで注目されるのは，栄養素等摂取水準
の最も高かった53年度において，体位，体力評価が低
値であり，他方，栄養素等摂取比率の平均値がその87
％である58年度の体位、体力評価が他の年度を凌ぐ成
績であったことである。しかしながら，いずれも推計
表13．摂取たん白質の質的評価と脂質比の推移
? 昭和43年 48　年 53　年 58　年
総たん白質の摂取比率（％） 92±31 ユ01±19 122±23 101±17
動物姓たん白質の摂取比率（％） 68±36 86±29、 129±35 112±28
動物性たん白質比（％） 35±2．9 43±2．4 51±2．4 552土5．4
1た　　　ん　　L白　　　価 81（S） 8唾（S） 88（S） 85（S）
ア　　ミ　　ノ　　酸　　価 89（Thr） 87（Thr） 87（Thr） 87（Thr）
一　　　E／丁比－ 2，546 2，546 2，560 2，527
動　物　性　脂　質　比（％） 40．7土8．7 37．8±8．3 49．0±3．8 48』±52
註：（）：第一制限アミノ酸，S：含硫アミノ酸，　Thr：スレオニン
表14．，対象児の体位・体力評価の推移
昭和43年 48　年 53　年 58　年　　　　　　　　　調査年度
?@　目 ? S．D． CV． ? SDCV． 7 ＄nCV． ? S．D． C．V．
体位の体位推計基準
lに対する比率（％）
身　
?????
105
?P0
3．4
U．O
七3．2
T4
98
X6
2．0
U0
2．0
Uβ
???
4．9
P3．5
50
P42
100
P00
4」
V．6
生7
V．6
体　力　評　価　　　七（aoを中位とする
T段階評価による）
平衡力
ﾘ持久力
u発性
ｲ整力
34
Q．6
R．1
R4
OB
n．9
OP
nJ
23．5
R4．6
Q9．0
Q0．6
32
Q．3
R．1
R」
0．7
OB
ｿ9
O．7
21旧
R4£
Q9．0
P82
3．4
Q．1
Q．1
Q．7
o．8
O」
O．7
ﾆ．7
23．5
R3．3
R3．3
Q5．9
4．2
≠Q
Q2
S4
1．3
O5
O．5
ｿ6
31．0
P5．6
Q2．7
P3．6
平均値 3．1 OB25．8 34 α8 25．8 2．6 0．7 26．9 3．5 o．7 20」
一99一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第22集　1985
学的に有意藩は碍られなかった。
6．全体的考寮
　以上の如く，日本経済の高度成長のほぼ中期から最
盛期を経て，低成長時代に至る約15年間の時代的推移
による都市近郊農村幼児の食生活変容の実態を，9～
14名の事例にっいて観築したのであるが，栄養素等摂
取状況評価を各指標に照らすならばこの15年間には改
普の方向に推移しつつあると概観できる。しかしなが
ら，初回調査年度より1G年後の53年度の該改普度が顕
著であり，それに比して58年度の改善度は概して低率
となっており，とくに，エネルギー摂取比率（85．3％）
が低く，しかも鉄（83．7％）およびビタミンC（72．4
％）の摂取比率とともに初回調査年度の成績を下回わ
る結果も怨られている。これに類似の傾向は都市近郊
幼児17）の場合にみられ，他方，山村幼児15）の場合は15
年後も未だ改善度は顕著であることに着目するならば，
改善度のピークに至るまでは摂取比率の上昇がみられ，
ピーHクに至ると別の現象が観察されるようになるので
はなかろうかと推測される。幼児の食物摂取は，生活
理境や生活様式によって大きく影響を受けるので，そ
れらの変動状況が把握されていない場合には，上記の
現象にっいての適切な考察は出来ないが，少数の事例
ながらも，幼児栄獲の変容における一つの現象として
温めておきたいと思う。
　今日，子どもの食生活の乱れが世の関心を集め，栄
養素等摂取状況の偏りが指摘されているがs）7｝B），それ
らの事象に比べるならば，調査対象世帯の主婦は，本
調査への協力の意図に子どもの食事内容の把握をあげ，
農業および農外就労と家事労働の多忙な中を年4回の
調査に協力されるなど，食生活への関心は比較的高い
ものと判断されることから，あるいは得られた成績は
一般の現状より喪好であるのかも知れない。唯，今日
の栄獲学の示す指標に対比するならば，穀類，緑黄色
野菜，その他の野菜および乳類をそれぞれ30～40％増
加し，菓子類と肉類をやや滅じ，エネルギー一一一P，鉄，ビ
タミンBi，　BzおよびCを12～28％増やすよう努める
ことが都市近郊農村幼児の栄養改善の当面の諜題とい
えるようである。
表15．保育園において実施した栄養指導の主題
? 実施年月　日 主　　　　　　　　　　　　　題
第　1　回 59年4月27日（金）3～5歳児の1日に摂りたい食品の組み合わせ
第　2　回 5月4日（金） 六つの基礎食品を食卓に
第　3　回 5月11日（金） 歯の健康を守る7力条
第　4　回 5月25日（金） 簡単なおやっの作り方（実演と試食を含む）
第　5　回 6月8日（金） お母さんの手作りのすすめ
第　6　回 6月ユ5日（金） 子どもに食べさせたいおかずの作り方（実演と試食を含む）
第　7　回 6月22日（金） 健康な体をっくる日常生活のチェックぷイント
第　8　回 6月29日（金） 幼い時に食べた味は忘れない
駐i：時間は14：30～14：55の25分間。
　　プリントを作成して配布し，主に講義形式で行う。
　なお，今回は調査を終了して4か月後より，対象世
帯を含む保育園園児の保護者を対象に，これまでの調
査結果より指摘される問題点を考慮の上，表15に示す’
ような主題のもとに栄養指導を試みた。就労の母親が
多いこともあり出席は余り芳しくなかったが，著者に
とっては食生活指導を進める上でのいくつかの示唆を
授けられ，得がたい機会であった。
　これから迎える80年代後半は，すでに提唱されてい
る日本型食生活と，依然として根強く残っている欧米
追随の気風とから日本人の食生活の未来は予測困難と
いわれるなかで、5年を出ずしてかなり明確な予測が
可能な時代が来るのではなかろうかとの推測19）も示さ
れ，これらの情勢が幼児栄養にどのように反映される
ものであるか，さらに検討を続けて行きたいものと思う。
　　　　　　　　　要　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，昭和43年，
48年，53年および58年度の都市近郊農村幼児の食品・，
栄養素等摂取状況にっいて検討を加えた。対象児は4
～6歳児9　・一　14名で、四季の各連続3日間（通年12日；
間）の食物摂取量を個人別に秤量し，食晶構成目安量1
ならびに個人別に算定した栄養所要量と対比して，5：
～15年間の推移状況を調べ，以下の結果を得た。
　（1｝　損i取食品数は1人1日当たり平均17→23→29→
・一 ?O0一
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　23種類と推移し，そのうち動物性食品数は3→4
→7→5種類へ，植物性食品数は14→19→22→18
　種類へ，いずれも53年度まで漸増して，58年度は
　やや減少した。間食食品数は3→4→4→4種類
　と48年以降不変である。
（2）食品群別摂取状況は，15年間に増加したのは油
　脂類，肉類および乳類であり，減少したのは米類
　と菓子類であり，さしたる変動のみられなかった
　のは豆類，海草類および魚介類であった。その他
　の食品群は途中の5～10年間に増減いずれかの現
　象が観察された。摂取比率の平均値は93±45→
　116±59→121±38→100．3　t　30．2％へ，目安量
　に対するパターン類似率はO．　909→0．897→O，958
　→O．961へ推移した。15年後において充足されて
　いないのは穀類，緑黄色野菜，その他の野菜およ
　び乳類の4食品群であるe
｛3｝栄養素等摂取状況は，15年間に摂取比率の平均
　値は86±24－－96±32→　110±ユ7→95±13％へ，所
　要里パダーンに対するパターン類似率は0．962→
　O．954→0．992→O．987へそれぞれ推移し，動物
　性たん白質，脂質，カルシウムおよびビタミンA
　の摂取増が大きく，充足されないのは43年度は鉄
　とビタミンCを除く8栄養素，48年度はたん白質、
　鉄およびビタミンCを除く7栄養素，53年度はビ
　タミンB1とB2の2栄養素のみであったが，58年度
　はエネルギー，鉄，ビタミンB直，B2およびCの5
　栄養素となり，摂取上の個人差は縮少している。
｛4）摂取エネルギー比にっいては，穀類エネルギー
　比（44→44→39→34％），米類エネルギー一比（36
　→35→29一中25％）および糖質エネルギー比（68→
　65→57→54％）は漸減し，脂質エネルギー比（18
　→22→29→31S），たん白質エネルギー比（14→
　13→14→15％）は漸増し，小麦類エネルギー比（8
　→9→沁→9％）にはさしたる変動はみられなか
　った。
｛5｝摂取たん白質の質的評価は，動物性たん白質比
　は35→43→51→55．2％と推奨値を超えるに至り，
　たん白価は81→85，アミノ酸価は89→87へ推移し，
　第一制限アミノ酸は前者は含硫アミノ酸，後者は
　スレオニンであった。
C6）動物幽讃比は40．7－37．8→49・。→48・0％へ増
　減しつつも漸増した。
〔7｝対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は，
　身長は105土3．4→98±2．0→98±4．9→IOO±
　　4．7％，体重は110±6．0→96士6，0→95±13、5
　　→100±7．6％といずれも適正範囲にあり，体力
　　評価の平均値は3．1±0．8→3．1±0，8→2．6±0．7
　　→3．5±O．7とほぼ中位の成績であった。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を
賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し上げま
す。また、調査の進行上限りないお力添えを賜わりま
した大形保育園ならびにあおい幼稚園，の諸先生方，さ
らに調査対象のご家庭の方々の一年間にわたるご協力
に対しまして，深く感謝申し上げます。
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